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1 研究会の趣旨
近代化が行きついた現代の、誕生と死をめぐる状況は、さまざまな価値観のなかで転換期を
迎えているといえるだろう。中でも生殖医療の登場、出生前診断後の胎児の選別、妊産婦うつ
の増加、虐待、孤独死、葬儀のあり方、墓地をめぐる状況など、さまざまな社会問題が顕在化
している。本共同研究会では、こうした社会問題の解明や解決に重要な示唆を提供する研究の
ひとつとして、誕生と死に関する通過儀礼などを中心に調査・研究を続ける民俗学者である、
板橋春夫教授を招聘し、誕生や死に関する民俗学的知見に関して 12月 23日に講演会を予定し
ている。また、看護師・助産師として多くの死や誕生の場面に関わってきた、本研究班メンバ
ーの体験を交え、民俗学や医療の領域における、誕生と死の観念を社会学的に再解読すること
で、学問の立場からどのような貢献が可能なのかについて考えていきたい。本報告は共同研究
会開催以前に作成するため、以下では板橋氏の研究の一端を紹介するとともに、事前学習会で
議論された課題について述べておきたい。
2 誕生と死の民俗学
今回の研究会の講師、日本工業大学教授である板橋春夫氏は、長年に渡り誕生や死に際して
行われる儀礼を検討し、「いのち」に関する民俗的思考を究明することを通して、民俗学とは
どのように成り立ちうるのか、民俗学がいま記述することについて考える機会を与えてくれ
る。板橋氏の著書『誕生と死の民俗学』は、約 11年前に筑波大学に提出された博士学位論文
「いのちに関する民俗学的研究」の第一部と第二部に加筆修正し上梓された。あとがきによれ
ばその調査は 30年におよび、公務員勤務を担いながら休日を中心にコツコツと研究を継続さ
れたそうである（板橋 2007）。
本著を大別すると、序論でいのちの民俗学について、Ⅰにおいて誕生習俗にみるいのちの認
識と選択について、Ⅱにおいて死の判定と循環的生命観について、結論で人生儀礼といのちの
認識についてという形に分けられ、誕生と死の人生儀礼を中心に「いのち」が考えられてい
る。まず、誕生では、出産と俗信として丙午をめぐる事例や双生児観、出産介助者である産
婆、産死後の胎児の埋葬をめぐる扱い、名づけなどが多くの事例をもとに論じられている。次
に死に関しては、長寿に関して、急病人の搬送や死の判定、看取りと臨終、生まれ変わりにつ
いてなどが論じられている。著書で検討される事例は、一般的なライフコースからは例外的と
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されるものを扱いながら、通説を再検討し民俗事象の解釈を行うことで多くの示唆が寄与され
ている。
本著以外にも数多くの論考を執筆される板橋氏の大きな功績は、出産介助者は女性とされた
通説から、男性産婆の存在を示した報告に代表されるように、無前提の常識とされた定説を丁
寧な調査により、修正を促しながら研究を継続されている点にある。現代のいのちをめぐる観
念に新たな視角を想起させ、獲得するために大きな道標を与えてくれるのである。
3 事前勉強会
これら板橋氏の膨大な民俗学的調査の一端に触れ、いのち研究の現代的意義について探求す
る研究班メンバー個々の問題関心に引き寄せながら、人びとの生と、民俗を見据える貴重な機
会として各自準備を整え、本研究会の課題を模索するため勉強会を開催した。
事前勉強会ではまず研究班の興味に基づいて「民俗学とは何か」「民俗学の現代的な貢献と
は何か」という大きなテーマを、各自の興味や研究に関連させながら、議論をスタートさせ
た。民俗学の調査、研究を続ける研究班メンバーは、自身の生育歴が、日常生活の殆どがチェ
ーン店など均質的な空間の中で、完結してきたことを振り返りながら「民俗」に対する捉え方
の世代的な違いなど、世代間の対話を通して、生命観の変化を議論できるのではないかと問題
提起した。板橋氏の主要著書発刊から 10年の間に、人びとの生命観はどのように変化し、そ
の変化はなぜ生じたのであろうかについて、世代の違いによる受け止め方の相違なども予測さ
れる。
また、学習会では参加者から、「これまでのインタビュー調査において、死を話題にした場
合人は正直になるという実感を持つ」という話が出された。同様に誕生をめぐっても、妊産婦
は心を飾ることができずにピュアな精神状態で、胎児や誕生した我が子に向き合っていること
によく出会う。そのような誕生や死の場面での人びとの精神状態に、現代社会はどのように向
き合うことができているのであろうか。現代は、出生証明書や死亡診断書が必要な事からも、
誕生時も死を迎える時も、医療を避けて通ることができないシステムとなっている。しかしな
がら、証明書の発行でひとの誕生や死が、周囲の者に受け入れられることはない。新たないの
ちの誕生を受け入れる、もしくは大切な人を見送るのには、気持ちの中での折り合いが必要と
なるであろう。現代社会は、死別や新たないのちを受け入れるに当たり、どのように気持ちに
折り合いをつけているのであろうか。実際、産後うつを始め妊産婦の自殺の増加が問題提起さ
れ、大切なひとの死を受け入れることができないというように、精神的な折り合いをつけるこ
とができない人も顕在化している。
グローバル状況下にある現代社会に、民俗学はどのように価値観を構築し、問題解決に向か
おうとしているのであろうか。また、現代社会の多面的な理解にどのように貢献していくこと
が可能となるのであろうか。民俗学、社会学、人類学、医療など異なる領域を架橋しながら、
人びとの生と死をみつめてみたい。
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4 いのちの民俗学再考－新しい生命過程論のために－
今回、先端社会研究所の後援をいただき、多くの人の支援を受け貴重な機会が提供された。
研究会にあたり、「いのちの民俗学再考－新しい生命過程論のために－」という演題を板橋氏
から頂戴した。最後に本講演会にあたり寄せられた報告概要から、本研究会への展望について
考えていきたい。概要には『誕生と死の民俗学』の発刊（2007年）から 10年間に起こった、
東日本大震災（2011）、御嶽山噴火（2014）、熊本地震（2016）などの自然災害や、世間を騒が
す悲惨な殺人事件が続出する不安な時期であったことを受け、多くの人が「いのち」について
考える契機となったことが記されている。また板橋氏は、この時期主として産屋研究に従事
し、女性の出産環境と二律背反的といえる、家族や集落への穢れ観について考えてこられた。
今回はこの 10年間を振り返りながら、「いのちの民俗学」のフレームについて改めて考察を加
え、その作業を通して、新しい生命過程論への連動へとつながっていくであろうと概要はむす
ばれている。
これらの講演やメンバーの報告、参加者とのディスカッションを通じて、人びとの生活文化
がどのように「いのち」を捉えてきたのか、いのちとの折り合いをつけてきたのかを探り、こ
の 10年を見つめ直したい。現代社会のなかで揺れ動き、生と死の文化が構築されてきた現状
を、多角的な視点で検討することを通じて、現代の「いのちのあり様」、そして現代社会のラ
イフサイクル上のどうしようもない出来事など、気持ちの落としどころをどのように見つける
のか、折り合いのつけ方が可能なのかを、深く探る機会となることを期待している。
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